
生 活 保 護 法 に 基 づ く 住 宅 扶 助 費 等 の 代 理 納 付 事 務 取 扱 要 領    

（ 平 成 ２ ６ 年 伊 丹 市 福 祉 事 務 所 要 領 第 １ 号 ）  

 

 （ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 要 領 は ， 生 活 保 護 法 （ 昭 和 ２ ５ 年 法 律 第 １ ４ ４ 号 。 以  

 下 「 法 」 と い う 。） 第 ３ ７ 条 の ２ に 基 づ き ， 法 第 ３ ３ 条 第 ４ 項 の  

規 定 に よ る 住 宅 扶 助 の た め に 交 付 す る 保 護 金 品 （ 以 下 「 住 宅 扶 助  

費 」 と い う 。） 及 び 第 ３ １ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 交 付 す る 保 護 金  

品 に よ り 支 払 う べ き 費 用 で あ っ て ， 住 宅 を 賃 借 し て 居 住 す る こ と  

に 伴 い 必 要 と さ れ る 費 用 （ 以 下 「 共 益 費 」 と い う 。） を 生 活 保 護  

法 施 行 令 （ 昭 和 ２ ５ 年 政 令 第 １ ４ ８ 号 ） 第 ３ 条 表 中 に よ る ， 当 該  

被 保 護 者 に 対 し 住 居 の 提 供 及 び 費 用 に 係 る 債 権 を 有 す る 者 （ 以 下 「  

家 主 等 」 と い う 。） に 対 し て 支 払 う こ と が で き る こ と と さ れ る 保  

護 の 方 法 の 特 例 （ 以 下 「 代 理 納 付 」 と い う 。） の 事 務 の 取 扱 い に  

つ い て ， 法 令 又 は そ の 他 の 規 定 に 特 別 の 定 め が あ る も の の ほ か ，  

必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

 （ 対 象 者 ）  

第 ２ 条  代 理 納 付 の 方 法 に よ り 家 主 等 に 対 し て 住 宅 扶 助 費 及 び 共 益  

費（ 以 下「 住 宅 扶 助 費 等 」と い う 。）を 支 払 う こ と と す る 対 象 者 は ，  

当 該 要 領 そ の 他 の 定 め に よ る 取 扱 い に 家 主 等 が 同 意 し ， か つ ， 福  

祉 事 務 所 長 が 住 宅 扶 助 費 等 の 代 理 納 付 が 必 要 で あ る と 認 め る 被 保

護 者 と す る 。  

 （ 代 理 納 付 の 方 法 ）  

第 ３ 条  福 祉 事 務 所 長 は ， 前 条 に 定 め る 対 象 者 の 家 主 等 か ら 「 同 意  

 書 兼 代 理 納 付 に 関 す る 振 込 依 頼 書 」（ 様 式 第 １ 号 ） の 提 出 を 受 け  

な け れ ば な ら な い 。  

２  福 祉 事 務 所 長 は ， 前 項 の 「 同 意 書 兼 代 理 納 付 に 関 す る 振 込 依 頼  

書 」 を 受 領 し た と き は ， 速 や か に 振 込 開 始 月 等 を 決 定 し 「 住 宅 扶  

助 費 等 代 理 納 付 決 定 通 知 書 」（ 様 式 第 ２ 号 ） を 家 主 等 に 交 付 す る  

も の と す る 。  



３  福 祉 事 務 所 長 は ， 保 護 の 停 廃 止 そ の 他 や む を 得 な い 理 由 等 に よ  

り 住 宅 扶 助 費 全 額 の 支 給 決 定 が で き な い と き は ， 住 宅 扶 助 費 等 の   

代 理 納 付 の 方 法 を 中 止 又 は 中 断 す る も の と す る 。 こ の 場 合 に お い   

て ， 福 祉 事 務 所 長 は 「 代 理 納 付 中 止 （ 中 断 ） 決 定 通 知 書 」（ 様 式    

第 ３ 号 ） に そ の 理 由 を 付 し て 家 主 等 に 交 付 し な け れ ば な ら な い 。   

４  前 項 の 代 理 納 付 の 中 断 を 決 定 し た 場 合 に お い て ， 福 祉 事 務 所 長 が

再 び 代 理 納 付 に よ る 方 法 が 必 要 で あ る と 認 め た と き は ， 振 込 再 開 始

月 等 を 決 定 し「 代 理 納 付 再 開 決 定 通 知 書 」（ 様 式 第 ４ 号 ）を 家 主 等 に

交 付 す る も の と す る 。  

 （ 過 支 給 が あ っ た 場 合 の 取 扱 い ）  

第 ４ 条  前 条 第 ３ 項 の 規 定 に か か わ ら ず ， 代 理 納 付 に 係 る 住 宅 扶 助  

費 又 は 共 益 費 に 過 支 給 が 生 じ た と き は ， 福 祉 事 務 所 長 は ， 直 ち に  

過 支 給 と な っ た 住 宅 扶 助 費 又 は 共 益 費 を 返 還 す る よ う 家 主 等 に 請

求 し な け れ ば な ら な い 。  

こ の 場 合 に お い て ， 福 祉 事 務 所 長 は 「 住 宅 扶 助 費 ・ 共 益 費 返 納 請  

求 書 」（ 様 式 第 ５ 号 ） に 戻 入 通 知 書 兼 領 収 書 を 添 付 し 家 主 等 に 交  

付 す る も の と す る 。  

（ 各 種 変 更 の 届 出 ）  

第 ５ 条  家 主 等 は ， あ ら か じ め 決 定 を 受 け た 代 理 納 付 に 係 る 住 宅 扶 助

費 額 及 び 共 益 費 並 び に 振 込 先 等 に 変 更 が 生 じ た と き は ， 速 や か に

「 代 理 納 付 に 係 る 変 更 届 」（ 様 式 第 ６ 号 ）に 変 更 箇 所 を 記 載 し ，福 祉

事 務 所 長 に 届 け 出 る も の と す る 。  

２  福 祉 事 務 所 長 は ， 前 項 の 「 代 理 納 付 に 係 る 変 更 届 」 を 受 領 し た  

と き は ，「 住 宅 扶 助 費 等 代 理 納 付 変 更 決 定 通 知 書 」（ 様 式 第 ７ 号 ）  

に よ り 家 主 等 に 通 知 す る も の と す る 。  

 （ 家 主 等 の 責 務 ）  

第 ６ 条  家 主 等 は ， 代 理 納 付 を 実 施 す る う え で 知 り 得 た 被 保 護 世 帯  

の 個 人 情 報 に つ い て ， 伊 丹 市 個 人 情 報 保 護 条 例 （ 平 成 １ ７ 年 伊 丹  

市 条 例 第 ３ 号 ） に 基 づ き 適 正 に 取 扱 う も の と す る 。  

 （ 細 則 ）  



第 ７ 条  こ の 要 領 に 定 め る も の の ほ か ， 住 宅 扶 助 費 等 の 代 理 納 付 事  

に 関 し 必 要 な 事 項 は ， 福 祉 事 務 所 長 が 別 に 定 め る 。  

   付  則   

こ の 要 領 は ， 平 成 ２ ６ 年 ２ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。   

付  則   

（ 施 行 期 日 ）   

１  こ の 要 領 は ,平 成 ２ ６ 年 １ ２ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。   

（ 準 備 行 為 ）   

２  こ の 要 領 に よ る 改 正 後 の 生 活 保 護 法 に 基 づ く 住 宅 扶 助 費 の 代 理 納   

付 事 務 取 扱 要 領（ 以 下「 新 要 領 」と い う 。）第 ３ 条 又 は 第 ５ 条 に 基 づ

く 各 種 届 出 の 手 続 き は ， こ の 新 要 領 の 施 行 前 に お い て も 各 同 条 の 規

定 の 例 に よ り 手 続 き を 行 う こ と が で き る 。   

  

こ の 要 領 は ， 平 成 ２ ７ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   付  則  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 要 領 は ， 令 和 ３ 年 ３ 月 １ ７ 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 要 領 の 施 行 の 際 ， こ の 要 領 に よ る 改 正 前 の 様 式 （ 以 下 「 旧 様

式 」と い う 。）に よ り 使 用 さ れ て い る 書 類 は ，こ の 要 領 に よ る 改 正 後

の 様 式 に よ る も の と み な す 。  

３  こ の 要 領 の 施 行 の 際 ， 現 に あ る 旧 様 式 に よ る 用 紙 に つ い て は ， 当

分 の 間 ， こ れ を 使 用 す る こ と が で き る 。  


